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本研究では，愛媛県南部における畚（フゴ）の利用文化と製作方法について，聞き取り調査および文献調査に

基づき整理した．その結果，畚には糯米の稲藁，麦藁，ニューサイランなど地域ごとの植物資源が利用され，

植物の種多様性や遺伝的多様性が民具の形態的多様性に関与していることが示された．また，呼称や製作文化

には地域差が認められ，製作は主に男性が担っていた可能性が示唆された．現在では製作技術の継承者は極め

て限られており，記録保存の重要性が高い．本研究で作成した動画および手順記録は，地域の在来知の継承や

生物文化多様性保全に資する基礎資料となることが期待される． 
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1．はじめに 

宝永 4 年（1707 年）に著された「耕稼春秋」では手持籠として描かれ（図 1a），標準語では「畚（フゴ）」

と呼ばれる主に稲藁で製作される運搬具がある．この畚は様々な代替資材が普及する以前には，日本の稲作

地帯で広く利用されてきた．例えば，讃岐地方では，主に農閑期の冬場の男性の手仕事として畚が製作され

ていた 1)．愛媛県内では 2024 年時点でも，宇和島市三間，宇和島市遊子や八幡浜市大島で畚を利用する農家

に著者らは出会っている（図 1b）．しかし現状では，この伝統的な畚の利用は極限られた個人的なものに留

まると考えられる．現在の農業現場では，運搬具の他，生産物や肥料・薬剤類の包装や梱包材，マルチや育

苗トレイ他，石油由来のプラスチック製品に強く依存している 2)．これら農業現場で用いられるプラスチッ

ク製品は，適切な管理や処理が及ばず，河川や海洋の深刻な汚染の一因となっている 2)．一方で畚は，米の

生産過程で生じる稲藁を主な素材とする民具であり，堆肥化や分解により，環境負荷のない廃棄処理が可能

である．素材の入手や廃棄の過程に着目すれば，プラスチック製品等と比較して，環境配慮等の視点から優

位性を有しているといえる． 

別の視点として，海外では地域らしさの醸成や伝統的な知識および技術の伝承等を目指した活動として，

地域の生物資源そのものや，その文化的な活用法，さらにそれら生物や文化に関わる言語までも統合的に保

全対象とする生物文化多様性保全の取り組みが進んでいる 3)．さらにグローバリゼーションの過程で消失し



てきた土着の知（indigenous knowledge）を地域の教育に生かす視点の重要性も指摘されている 4)．日本国

内では民具の製作過程を詳細に記録，伝承する取り組みの先例があり，畚に類似した民具として，もっこの

製作方法が詳述されている 5)．しかし畚については，香川県農林部農業改良課 1)で，その製作工程が簡易に

図解，解説されてはいるが，これら情報のみで，非熟練者が作業工程を再現していくことは難しい内容とな

っていた．この文献を除いて，著者らの把握する限り，畚の製作方法を詳述した資料類は無かった． 

そこで著者らは，西南四国の地域住民を対象に，畚の呼称，製作材料となる生物資源，製作および利用の

歴史について聞き取り調査を行った．さらに，文献資料を参照することで，地域間における畚利用文化の特

徴を整理した．本研究では，これらの結果をもとに西南四国における畚利用文化の概観を示すとともに，現

存する畚製作技術を動画および手順書として記録・整理することを目的とした． 

 

2．材料および方法 

畚の地域呼称，製作材料の由来および地域内の畚製作者の情報に関する聞き取りは 2024 年に実施し

た．著者の安岡，岡本の 2 名は 11 月 20 日，宇和島市遊子水荷浦の 70 代男性 1 名には 12 月 10 日，同

市遊子津之浦の 80代女性 1名は 5月 24日，八幡浜市大島の 80代女性 1名は 4月 28日，高知県四万十

市間崎の 90代女性 1名は 6月 7日に聞き取り調査を実施した． 

畚の製作過程の手順書作成に当たっては，2024年 11月 20日に著者の一人である宇和島市三間町金銅

に在住の岡本（昭和 7年生まれ）が畚の製作を実演し，その工程を Coolpix P600（株式会社ニコン）お

よび Galaxy A21（サムスン電子）で動画を撮影した．さらに実演工程や素材の入手経緯等については，

岡本および同地域在住の安岡の解説に基づいて記録した．撮影された動画は Filmora 14（Wondershare

社）を用いて，主要な製作工程を抜き出すとともに，一部補足画像や動画に説明文を加えながら，畚本

体部分の製作工程を解説した． 

 

3．結果および考察 

著者の安岡および岡本によれば，畚の製作に用いる稲藁は，材料として粘りが必要となることから，粳米

ではなく糯米の藁を用いることが普通だった．過去には現在，入手可能なモチミノリ 6)よりも長稈の糯米品

種の藁を用いていたため，より大型の畚を製作することができた．稲作地帯ではない宇和島市遊子水荷浦で

は，稲藁は他所の水田地帯から入手し，これも品種名は不明ながら糯米品種のものを利用していた．麦，甘

藷の輪作が傾斜地農業の大部分を占めていた水荷浦では，畚の製作に当たって，麦藁も畚の材料として稲わ

らと混ぜて利用されていたが，稲藁の方が麦藁よりも強度は優れていたという．この他には，愛媛県愛南町

の沿岸部の集落において，当地でマホランという方言名で呼ばれていたニューサイラン（Phormium sp.）を

材料とした畚の製作事例も知られる 7)． 

このように愛媛県の南部地域に限っても，畚の製作材料には稲，麦類とニューサイランの少なくとも３種

があり，さらに糯米品種の稈長が過去から現在の畚の形態を変容させてきていることからは，植物の種多様

性や遺伝的多様性が本民具の形態的な多様性の基盤を成してきたことが示された． 

畚の呼称はそれぞれ，八幡浜市大島では「ホゴ」，宇和島市遊子水荷浦や同津之浦では「ホゴロ」，「ユグリ」，

高知県四万十市では「フゴ」と地域間で異なっていた．宇和島市遊子では「ホゴロ」と呼ぶことが多く，ま

た他所の出身者は「ユグリ」と呼ぶが，両呼称とも使われるとのことだった．愛媛県内の藁製の運搬具の呼

称の分布については天野 8)に詳述されているが，本研究で得られた呼称とその分布は概ね一致していた． 

畚の製作を担当していたのは，水荷浦および津之浦においても男性であり，この点は讃岐地方の例 1)と同

様だった．宇和島市遊子および八幡浜市大島の両地域では，畚を製作できる個人は現時点ではいないとのこ



とだった．高知県四万十市間崎では，90 代の女性自身よりも，上の世代でないと畚を製作することはできな

かったようである．聞き取り対象者数が限られるため，追加調査が必要ではあるが，現段階においては畚の

製作方法を記憶，再現できる人材は貴重となっているのかもしれない．手仕事により製作される籠類につい

て，ネイティブアメリカの例では，髪結いにより精通した女性が担う例が知られる 9)．今後，畚の製作技術

の地域内での伝承や，性別による分業の様態やその背景について，さらなる追加検証が望まれる． 

本研究では，西南四国における畚の利用文化について，聞き取り調査および文献調査に基づき，その地域

的特徴を整理した．その結果，畚の製作材料には地域の植物資源の種多様性および遺伝的多様性が反映され

ており，これが畚の形態的な多様性の基盤を成してきたことが示された．また，畚の呼称には従来の研究で

知られるように地域差があること，製作を男性が担う性別による分業の可能性も認められた．現時点で畚の

製作技術を再現できる人材はきわめて限られており，今後の消失が懸念される．本研究で記録した畚製作の

動画および手順解説が，技術継承や教育的活用，生物文化多様性の保全に資する基礎資料となることが期待

される． 

 

付録１ 畚の製作工程 

畚製作に用いる道具類 

 稲藁を叩いて柔らかくするために，木槌（図 2a）および金槌，叩き台となる石（図 2a）および水を入れて

おく洗面器を使用した．畚を編む工程では，俵編み機および俵編み機に細縄をぶら下げるコマ（図 2b），余

分な稲わらを刈り取って整形するための剪定バサミ，畚底部の仕上げの編み込み作業時に利用する細縄通し

（図 2c：太めかつ硬めの針金を用い，後端外側が湾曲の外側に来るように折り曲げた手製の道具），畚底部

の折り目を畚内側から地面に押し付けて直角に整えるための鎌（一般的な草刈鎌）を使用した． 

18 世紀初頭に執筆された耕稼春秋の中で描かれた畚等の製作に用いられた道具類を図 3 に示す．これらは

図 2 で示した岡本の使用した用具と酷似しており，本製作技術が少なくとも江戸時代以降，今日まで大きく

変容せずに維持されてきたことを示唆する． 

 



畚の製作工程の動画解説 

以下の解説内容の番号に対応する動画は別添のとおりである． 

https://figshare.com/s/ae00dd9236830a5d1f71 

 

材料の調整準備 

①（製作に適した藁の事前調整）本報告の畚製作に使用したモチミノリの稲藁は 2024 年秋の収穫時にコンバ

インで刈り取ったものを，刈り取り当日に倉庫に持ち帰り，晴天時に二日に渡り天日干ししたものである．

約 10 本程度の藁を一束として，高さを揃え，藁上部にあたる小穂の辺りを左手に一掴みに持つ．そして

右の指を櫛のように使って，この束について髪を解くようにして，短すぎる稲藁や，半端な葉身，葉鞘な

どを取り除き，おおよそ形の整った一本の藁の束だけを残し，調整できた稲藁を集めていく． 

②（縄綯いの前に藁を叩き，柔らかくする）縄綯いの前に，稲藁を槌で叩くことで柔らかくする．はじめは

そのまま乾叩きし，その後で水を手でかけて叩く．これに当たっては丸みを帯びた石を叩き台として，数

分叩く． 

③（小縄を綯う）稲藁を２本取り，水で手のひらを濡らし，両手で捻り，小縄を綯っていく．この小縄はホ

ゴ本体を編むためや，ホゴ底部の仕上げの際にも用いるため最も多くの量を必要とする．製作するホゴの

サイズにもよるが，俵編み具に今回は４つのコマを架けたが，それぞれのコマに最終的な畚の大きさに合

わせて小縄を必要量巻き付ける．さらにこれとは別に小縄を用意し，底部の仕上げ時に用いる．このため

小型の畚の場合であっても，最低数メートル分は事前にこの小縄を準備する必要がある． 

④（大縄を綯う）最終的には約 6 本分の太さの縄にしていくが，初めは２本２本で縄を綯っていき，この本

体にサブの２本をネジリ，添わしていくことで 6 本分にしていく．初めに２本２本で縄を綯い，10cm ほ

ど縄になった所で，編み始めの所を折り目にして，始点から編み初めまでの部分 10cm 程を折り曲げ，編

まれた本体の隙間に通して，サブの２本を繋げるための芯にしていく．この後からは，４本で本体の縄を

綯い，少し進めたところでサブの縄をネジリ添わせて行く作業を続ける．少なくとも，ホゴの口部分の外

周とホゴの高さ分の長さを要する．ホゴの口部分の外周の部分は，後述のホゴ本体を構成する稲藁を半分

折にして添わせる芯の部分となっていく． 

 



畚の製作手順 

⑤（稲藁の折り返し部分を叩く）ホゴ本体の側面および底面部分の殆どを占める稲藁について，ホゴの入り

口部分でおおよそ稲藁全長の半分の部分で折り返す必要がある．この折り返しを容易にするために，槌を

使って，稲藁の半分長の辺りを叩き柔らかくする． 

⑥（ホゴの本体側面部分を編む）今回のホゴは側面を４本の細縄で編むが，約 10cm 程度の間隔で４本の細

縄を平行に編み込んで行けるように，俵編み機上の４個所に白いビニールテープで目印を設けた（図 4）．

大縄の端をわずかに出した状態で，３本の稲藁を一束として取り，半分長の部分で稲藁を折り返し，大縄

に巻き付け，ホゴ入口部分の直下の部分をコマに巻き付けた細縄で編み込む．この時，コマは手前から奥，

そしてもう一方を奥から手前に交差させることで一編みとなる．これを残り３個所についても同様に繰り

返していく．この作業をホゴのサイズに合わせて繰り返していく． 

⑦（ホゴの側面部分の仕上げ）最後の束の結び目は最初の束の結び目と一重の固結びで繋ぐことでホゴの側

面が完成する．この作業では細縄を通すにあたり，細縄通し（図 2c）を使う． 

⑧（ホゴ底部の形成のための稲藁の折り込み）ホゴ本体の最下段に位置する細縄の結び目直下を直角に折り

曲げることでホゴの底面が形作られる．この底部を織り込む加工の前に，折り込みたい部分を金槌で叩い

て，折り目を柔らかくする．その後で，手で直角に内側に折り込み底を作っていく． 

⑨（ホゴ底部の円形固定）底部の折り目の内側 10cm くらいの所を槌で叩き柔らかくする．ホゴの底部の稲

藁を固定するために細縄を準備する．細縄を半分に折り，折り目部分を底面の外周から 10cm 程先の部分

の一束に巻き付け始点にする（図 5a）．底面部の稲藁３束を一束にまとめ，ホゴ側面の編み方と同じ要領

でホゴ底部を固定するように編んでいき，最後に，始点と終点を結ぶことで，底面部を円形に固定してい

く（図 5b）． 



⑩（ホゴ底部折り込みの鎌の背による整形）ホゴ底部の折り目をより直角に整形するために，草刈り鎌の背

を使って，ホゴの内部から底部折り目を地面に押し付け，底部全周を直角に仕上げる． 

⑪（ホゴ底部の縛り止め）底部の円形固定により，稲藁の小穂側を含む両端が底部外側にはみ出た状態にな

る．ここでこのはみ出た部分を細縄で縛る． 

⑫（ホゴ底部折り込み部分の再度の整形）ホゴ底部の折り目を再度，直角に整形するために，草刈り鎌の背

を使って，ホゴの内部から底部折り目を地面に押し付け，底部全周を直角に仕上げる． 

⑬（ホゴ底部の中心部を平らに整形する）ホゴの内側から底部を，玄翁の背の部分で叩いていく．次に内側

から当てとして，木槌の上部面などをホゴの中心に立て，ホゴの外側から金槌で中心を叩き，ホゴ底部の

中心部を平らにする． 

⑭（底部から飛び出している稲藁の除去）底部から飛び出している稲藁の先をハサミで短く刈り，円形の状

態に形を整える． 

⑮（ホゴ底部の仕上げ編み）⑨で完成した円形固定の編み込みの一つを始点として細縄を本結びする．次に

稲わらの束の中と上部に交互に細縄を円状に通していくことで，９か所程度の編み上げの起点を設ける

（図 6a）．その後は，これら露出している細縄９か所の起点に対して，１週目は外側からかがり結びをし

ていく．この時，結び目の先の紐が一定の重なり方となるように細縄の通し方に注意する．事例では結び

目の先が上側にくるようにした．その後，２週目以降は，かがり結びをした箇所に，細縄通しを外側から

差し込む形で，新たなかがり結びを重ねていく（図 6b）．これにより，編み込みが内旋していき，九つの

結び目が中心に寄り集まってくる（図 6c）．最後に対角の隙間を使って，本結びをして中心分を固定し，

仕上げる（図 6d）． 

⑯（はみ出た稲藁の除去）ホゴ全体からはみ出た細かな稲藁をハサミで刈り取り最後の仕上げとする． 
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Overview of the Traditional Use of Carrying Baskets and Documentation of Their 
Manufacturing Methods in Southern Ehime Prefecture 

 
Sakura Kamida, Mao Miyake, Nanase Shinohara, Mankichi Okamoto, Kenji Yasuoka, Haruki 

Miyamoto, Yoshinori Tokuoka 
 

This study examined the traditional use and manufacturing methods of fugo (traditional carrying baskets) in southern 

Ehime Prefecture based on interviews, video recordings of the manufacturing process, and literature surveys. The 

results revealed that various local plant resources, including rice straw from glutinous rice, wheat or barley straw, and 

Phormium sp., were used in the production of fugo, suggesting that plant species diversity and genetic diversity 

contributed to the material diversity of this folk tool. Regional differences were also observed in terminology and 

manufacturing traditions, and the production of fugo appeared to be primarily undertaken by men. At present, only a 

very limited number of people retain the knowledge and skills required for its production, highlighting the urgent need 

for documentation and preservation. The videos and procedural records produced in this study are expected to serve as 

fundamental resources for the transmission of local traditional knowledge and the conservation of biocultural diversity. 
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